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1.@ TANNESAR@ UN@ KUR@ ANE 
HINE@ ANAN 
1957 年 10  月 25  日録音 
Tannesar1'「n〔ur‖ne”ine‖nan”ike ， akotanu〔emus〔a‘ramiskari 
no ， okaan@pe@ne@a@p ， sine@an@ta@akotanu@kemus ・ autari@ka@kokusis@yay- 
wennukar ， anpa ・ 
rapokke ， Sikot@ un ， cep@ asur@ as ・ hike ， tane@ tuymano@ atura@ e skay 
B@ pakno@ an@ hekaC@   akor@ pe@ ne@ hik0@@ atura@ hine ， Sirpe@ kusu ， Sikot@ un 
payean@ ruwe@ ne  
payean@kor ， Mu a@ta ， petpunki ， iirarare@oka@umurek@petpunkine@wa 
oka@ruwe@ne@hi   ,@asikusare@hine@payean   
hine@oraun,@ Sikot@wa@niyesike@ani@cep@ ase@hine ， akor@hekaci@turano 
10@hosipian ， hosipian@hfne@Muka@ta@hosipian   
hotuypaan@akus ， okkayo@soyene@ruwe@ka@isam@no ， menoko@ne@hike ， 
cipo@hine ， ikusa@tuyka@ta@akowepekennu   
mak］e”okuhu《omo《oyene〉irwe］e【a‖kopisi‖kus ， 
"@ukuran@ne@hotuypa@hawe@as ， ahokuhu@soy ne@a@p ， arp tpa@wa@cip 
15@ yanke@humi@as@akus@ora ， humihi@ka@isam   
aoyamokte@kus ， soyenean@hine@inkaran@akus ， poro@tatuspe@akor@hine 
soyenean『a（nkaran‖kusu ， cip［om『a《an”i〔usu ， aet mak”ine 
cip@akisma@akus ， hokuhu@aryayerampewtek@hine ， cip@or@ta@ an  
??????????????????????????????????
1. 私はタン ネ、 サルに住む者です 
( 振 内の長者が平取の 占者に救われた 話 ) 
私はタン ネ サル 1@ 住む者です・ 私の村はそれまで 飢僅 になったことなど 一 
度もなかったのですが ，あ る時私の村が 飢 僅 になりました・ 村の人たちと 一緒 
に ， 私たちはみんな 苦労しました・ 
そうしているうちに ，千歳 2@ ，魚が豊富にあ るという噂が 立ちました・ 私 
にはもう遠くへ 連れて行くことができるくらいになった 男の子がいたのです 
が，私はその 子を連れて，食物を 調達しに千歳へ 行きました・ 
行きますと， 鵡川 。 3)@ ，渡し守，貧しそうな 夫婦が渡し守をしていたのです 
が，私たちは 彼らに川を渡してもらって ，さらに進んで 行きました・ 
そして，千歳からし よ いこで魚を背負って ，私の子どもと 一緒にもどりまし 
た ． もどって，鶴川まで 帰って来ました ， 
舟で渡してもらうため 呼び声をあ げましたところ ，男の人が出て 来ないで， 
女の人のほうが ，舟を漕いで ，私たちを渡してくれます・ 渡してもら っ ている 
道すがらに，私はわけを 尋ねました・ 
どうして夫が 出て来ないのか 尋ねますと， 
「ゆうべ舟渡しを 頼む呼び声がしました・ 私の夫が覚 ヘ出 ましたが， 向う 
岸に舟を着ける 昔がしますと ，それからは 何の音もしません・ 
私は不思議に 思いましたので ，外に出て， 見ますと，大きなたいまつ 4@ 
持って外へ出て 見てなますと ，舟が流れて 下って来ましたので ，追いかけて 
走って行って 舟をつかまえますと ，私の夫はまるづきり 意識不明になって ， 
舟の中にいました   
1) 現在の北海道沙流郡平取町 字振 内にあ った地名・ tanne-sar く長い・アシ 原》・松浦武 
四郎日 左 暦日誌』等に 見える・ 
2) 語り手の二合国松 氏は Siknl を今の千歳だと 説明した・ Sikol は「文箱 」という地 
名のもとになったアイヌ 語だが，今の 千歳は昔 Sikot といった・千歳・ 交易 は川 続き 
であ る．なお 支笏 方面には，砂流から 移住した人々があ り，交流が深かったらしい・ 
3) Muka ( 日本語名は鵡 Wll( むかわ )) は 砂流 川 の四隣りの 川 ・ 
4) latuspe は樺の皮を細く 裂いて束ねたもので ，それに火をつけて   明かりとする   
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akar@ayne@auni@ta@asirepare@wa@ an@uneno@ yayeramp wtek@ wa@an 
ruwe@ ne@" 
sekor@hawean   
isramne@ruwe@aerampokiwenpa@patek@ka@ki@a@p@ene@ne@hawe@an@hi@an 
B@ sekor@ramuanan@kusu,@oraun ， ayupkeepotara,@akus@yayeramuan   
yayeramuan ， ikoonkami@a@ikoonkami@a ， 
"@akor@nispa@an@kus@keraypo ， yayeramuanan@katuhu@an@" 
sekor@hawean@kor ， canaan@pe@ne@korka ， sosam tpe ， ikor@an@wa@anukar 
a@p@sanke@hine ， isam@omare@hike ， isram@ruwe@okay@pe ， au @ka@eyayhaw- 
10@kere@kus ， (ako) 
"@pirka@ruwe@ne@"@yak@aye@kor@akohosipire ・ 
hine@oraun ， hosippaan@ruwe@ne@a@p ， tane@(put)@Piratur@un@sirehanke, 
petutur@ta@arkian@kor ， kor@hekaci@arpakane ， orano@nen@nen@akar@wa@kasi 
akikya ㎏ a,,anmapakane   
15@ yaykoSramsuypaan@hike,@rapok,@Piratur@ta@nupur@ekasi@an@hi@anu@p 
ne a hi〔usu11 
"@eun@hene@atura@ciki@somo@" 
sekor@ramuanan@kus,@akar@ayne@Piratur@ta@sirepaan   
nupur@ekasi@asikopakoinkare@akusu ， hawean2'@hawe@ene@an@hi ， 
    "・ ，・・， ) potaraan【akun｛raun nep ka ， aikore【akun《omo‖e- 
yayye@no@auk@yak@pirka@p@somo@auk@ani,@WCnkamuy@kaskamuy@yayey- 
kaunu@ wa@ kusu ， ekor@ hekaci@ pakane@ hine ， oraun@ ecisike@ ka@ opitta ， 
l) kusu は聞こえないが ，後日，語り 手自身がテープを 聴いて補った・ 
2)  an ‥ ， と 聞こえるが， 目指す表現は hawean ‥・ であ る・早く話すとき hawean 
はしばしば an と発音される・ 
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なんとかしてようやく 家まで連れて 来てあ りますが，依然として 意識不明 
のままで す 」 
と言います・ 
私は彼らが貧しいのをかわいそうに 思って は かりいましたが ，そんな話なの 
だなあ とわかりましたので ，それから，私は 強いおはらりをしました・すると 
男は正気づきました． 
正気づき，私に 何度も何度もオンカ ミ をくりかえして ， 
「あ なた様のおかげで ，私は正気づいたのです」 
と言いながら ，粗末なものですけれど ，壁に下げてあ ったもの 1@, 宝物があ っ 
たのを私は見ていましたが ，それを出してきて ，私の傍らに 置きました・けれ 
ども，貧しい 人たちですのに ， 受け取ってはかわいそうな 気がしましたので ， 
「結構です」と 言いながら彼に 返しました・ 
そうして，私たちは 帰途につきましたが ， もう平政 2@ 近 づき，川の間目ま 
でやって来ますと ，私の子どもがすっかり 呆けてしまいました・そしてどんな 
に手を尽くして 手草てほらっても 4), 呆けたままです・ 
私 ほいろいろ考えてみましたが ，そうする う ちに， 平取 に占いのできるおじ 
い さん勺がいるのを 聞いていたものですから ， 
「そこへでも 連れて行ったらいいのではな V 、 か 」 
と 偲、 い つきましたので ，いろいろ苦労してようやく 手取に着きました・ 
占 い のおじいさんに 見てもらいましたところ ，言うことには ， 
「おはらりをしたなら ぼ， 何かくれたら 遠慮しないで 受け取ればい い のに， 
受け取らないから 悪い神が漏き 神のうわてになってそのために ，子どもきん 
は呆けてしまい ，それからあ なたたちの荷も 全部，毒がついてしまったので 
l) sosamolpe は，木村キミさんによれ ば ，「壁のところに inaw ( 本格》を下げて ，掛 
けてあ ったもの」という．久保寺 逸彦 コアイヌ叙事詩神謡・ 聖伝の研究 コ には，「床の 
側に掛かるもの・ 座右の侃 刀 」とあ る・ 
2) 平政 ( ひ らとり ) は 沙 浦川中流 の コタンで， アイヌ語名は 円 ratur く Pira-utur く尾・ 
の 間 N. 現在の平取木町． 
3@  ここでは 鵜 川 と 砂流川の中間をさす・ 
4) kasi kik は，文字どおりにはくその 上をたたく》・ takusa く手草 ハ ( ョモギ などを束 
ねたもの ) でたたき，悪い 糠 きものを追い 出す動作をいう・ 
5) 木村キミさんによれば ，「 HaVopiraunkamuy ekas;くハョピラ ( 平 取の市街地のは 
ずれにあ る 丘 ) の 立派なおじいさまかという 有名な ekas@ おじいさん》のことだ」と 
いう・青木愛子さんは ，その老人を「 tusu q呪術かやら kamuyno 而 q 祈りを捧げる 
儀式》で有名な nupur ekas@ 霊力のあ るおじいさん か だった」という・ 





















































10@sekor@hawean@kor,@ Ⅱ  hine@oraun,@hure@seta@Snep,@rayke@hine,@ne@seta, 
eynonnoitak@a@eynonnoitak@a ， kam hi@ki@hine@oraun ， 
"@ekor@wa@earpa@wa ， eutari@eere@yak@etemka@yak@anakne ， nen@pok  ， 
kotan@hepuni@nankor@na@" 
sekor@hawean@kor ， isere@ruwe@ne@hine ， aeyaykopuntek@kor@ase@hine@ako- 
is@tanu@ta@hosipian ・ 
orowa@nea@hure@seta@kam@ruri@akar@wa@arki@epa@p@ahotuyekar@wa@ruri 
anire ， arki@(koyu)@koyaykus@pe ， (auhu )@ kamauhuyka ， uhuy@ paspasi ， 
kirouske@ausipa ， ey@akar@wa,@akurepa   
ayne@kotan@hepuni   
20@ ruwe@ne@ akusu@ne@ hi@wano@ anakne@ autari@ ekimne@kor ， yuk@ne@ ciki
kamuy@ne@ciki@ronnu@kus@ne@ an@pe@ene@ne ani ， ne@nupur@ekasi@or@ta 
somo@henoyean@no@ akor@cep ase@ asir pare@yakun ， autari@opitta@ ki@w  
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す 1)  
人鬼 9l@2) の中流の化け 物の毒づけになったのですから ， 焼 かどうか見る 
が よろしい」 
と 言いながら，私の 荷の中から魚を 1 本引き抜いて ，ほ うり 投げました・ 犬が 
それを食べますと ，その魚を食べた 犬は，その場ですぐ 死んでしまいました  
それからそのおじ v 、 、 さんは，私の 子どもをおはらいしてくれました・ 私の持 
っ てきた魚も全部，火にくべて 燃やしてしまいました  
「あ なたが持って 帰って 3@ なたの村の人たちに 食べさせたら ，あ なたの 村 
0 人はみんな死んでしまうところでしたが ，よいことに 私のところに 寄られ 
ましたなあ 4) 」 
と 言いながら，魚を 燃やして，それから ，赤い犬を 1 匹殺して，その 犬の肉に 
長い祈りを捧げて ，それから， 
「あ なたが持って 行って村の人たちに 食べさせて治せば ， 何とか， 村が盛 
んになるでしょうから」 
と 言いながら，私に 持たせてくれましたつ・ 私はうれしく 思いながら背負って 
私の村に帰りました   
それから，その 赤 犬の肉の汁を 作って ， 来ることができる 者を呼んでその 汁 
を 吸わせました・ 来ることができない 者には， 肉を燃やして ， その 炭 6) を骨の 
継ぎ目継ぎ目にぬりつけ ，煎じ湯を作って 飲ませました   
そうしているうちにようやく 村が盛んになってきました   
するとそれからというもの ，私の村の人が 山へ行きますと ，鹿でも熊でもど 
んどんとれるようになりましたが ， それはこのようなわけだったのですから ， 
その占いのおじいさんのところに 寄らないで，あ の魚を背負って 来て届けたな 
り 下荷負の木村キミさんは ，「この話のとおり ，まじないをしたら ，たとえ 形 ばかりで 
もお礼を受け 取らなくてはならない・さもないと ，その魔を引き 受けることになる」と 
言っている  
2)  Iruskapel ( 日本語名は入庫 別 ( いるしかべつ )J Ⅱ ) は ，鴨川の四隣 の 」Ⅱ   
3) se wa arpa は文字どおりにはく 背負って行くか・ 昔のアイヌは 物を運ぶのに 頭にひ 
も をかけて背負って 運んだ・そのため 運ぶことを「背負って 行く」と表現する   
4)  「私のところに 寄ってよかったねえ」の 意  
5) s 任 e は，文字どおりには《背負わせる ). 上記の注 3 を参照  
6)  uhuy paspasi は，文字どおりには《燃えた 炭 》・下荷負の 木村キミさんは「骨を 燃
やして炭になったところで ，鍋に入れて ，お湯の中からその 炭を上げて，その 炭を膝 
とか節々につける・ それからそのお 湯を少しず つでもみんなに 飲ませる」 と説明した 
(1983, 8). また， 二風 谷の青木愛子さんは ，「焼いて炭にしてそれを pasuy Q パスイ ， 
春 酒 箸 》 ほ つけてなめさせると 元気になる」と 説明した (]988. 8)   
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isam@pe@ray@ne@aan@pe@ene ， upur@ekasi@an@kus@keraypo ， nea@sike@opitta
(a)@ isamka@oraun ， ne@hure@ seta  kor@wa@ ek@ isere@ kuskeraypo,@ k tan 
hepuni@ani ， aenfspakohepoki@p@ne@akus ， ika@autari@Piratur@un@utar@tura- 
no@ukotumuwen ， nen@ka ， ukoyki@na   
? sekor@Hurenay@un@nispa,@Tannesar@un@nispa@isoytak@sekor   
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らば，私の村の 人たちはみんな 死んでしまうところでしたが ，このようにして 
占いのおじ V 、 さんのおかげで ，荷を全部捨ててしまって ，またその 赤 犬を持っ 
て来て私に持たせてくれたおかげで ，村が盛んになり ，それで私たちは 立派な 
お方として頭を 下げたのですから ，私の村の人たちは 平 取の人たちと 仲 たがい 
したり，何か 喧嘩などしないようにするのですよ・ 
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